
２０２０年  ９月  ２７日 

 主 日 礼 拝 

 ①８時半  ②10 時半  ③１３時半 ④19 時 

 司  会        ②白川 達男兄 

奏  楽 

祈  祷        ②石井 洋子姉 

賛  美  聖歌２３１番  ＆  ～Once Again～ 

ヤベツの祈り 

 

聖  書  ヘブル人への手紙１３章１～８節 

       

特別賛美  ①②香月ご夫妻 ／ ③④ソウルマティックス 

メッセージ  「絶えず賛美をささげよう！」 

石井 潤 牧師 

    

献  金   聖歌４５３番 ～栄光イエスにあれ～ 

祝  祷              

お知らせ                    〔司会者〕 

賛  美   ～あなたはわが力～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

★共に礼拝をお捧げできる恵みを感謝します。神の守りと助けを祈ります！ 

☆今週の祈り会は、〇早天祈祷会：月曜朝６時。〇木曜祈祷会：10時半・19時

半（大和の祈祷会の映像を用います）。〇準備祈祷会：土曜夜８時。 

☆来週の日曜礼拝も４回行います。大切に致しましょう！ 

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔９/２７－１０/４〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

聖書 
２コリント 

１１－１３章 

ガラテヤ 

１－３章 

４－ 

６章 

エペソ 

１－３章 

４－ 

６章 

ピリピ 

１－４章 

コロサイ 

１－４章 

１テサロニケ 

１－５章 

１３章 
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｢…。なぜなら、神ご自身が、『私は決してあなたを見捨てない(見放さない－助けのないま

まに捨ておかない)。私はどんなことがあっても、あなたを無力なままに捨ておくことはない

(見捨てない－あなたをささえる私の手をゆるめて、倒れさせることはしない)。決してそう

しない(断じてしない・確かにしない)と言われたからです。 ヘブル1３章５節〔詳訳聖書〕 
 

このような力強いお言葉を聞いた応答として、次に詩篇１１８篇の言葉を引用して、「で

すから、私たちは慰めを得て－勇気を与えられて、確信をもって、大胆に、『主が私の助け

手である。私は驚き騒がない－恐れない、おののかない、恐怖におびえない。人は私に何を

なしえようか』と言うのです。１３章６節[詳訳聖書]」と語ることのできる者に変えられるの

です。私はこの主の言葉で別人に造り変えられるのです。なぜなら、「イエス・キリストは常に

昨日も今日も実に永遠までも、代々にわたって変わらないのです。」このイエス様の不変性

について、前節７節で解説しています。「あなたがたの指導者を覚えなさい。神のみことばを

あなたがたに語ったのは彼らだったからです。彼らの生活態度－りっぱに送られた彼らの生

涯の結果－を注意深く見(考え)なさい。そして彼らの信仰－すなわち、神が存在されること、

またすべてのものの創造者、支配者であられること、キリストによる永遠の救いの備えをし、

それを与えられる方であるという彼らの確信に、また彼らが神の力と知恵といつくしみに絶

対の信頼と確信を寄せて、神に全人格的によりすがっていること－に倣いなさい。」創造主

であり、救い主であり、また、裁き主であられる主イエス様に全幅の信頼を寄せて生きること

こそ、信仰者の生きる模範であると語られました。 

イエス様は十字架に磔にされて、殺されました。それは、人々から完全に捨てられたという

ことです。そして、それは、都の外でなされたことで、神殿の中で焼かれるためにいけにえがさ

さげられますが、そのささげものの内臓などはゴミとして営所の外で捨てられますが、イエス様

は人類のゴミのように罪人として都の外で殺されました。だから、イエス様はこの世の中から

捨てられたような私たち罪人を救うことがおできになるのです。 

あなたは人と比較して少しはましな人間だと思っていますか？もしそうならイエス様の救い

に対して感謝はできないでしょう。あなたは人々から捨てられ、のけ者にされていますか？も

しそうなら、共に主に感謝しましょう！私たちの主イエス様はそんなもののためにご自身をゴミ

のようになさったのですから。 

「恐れるな、小さい群れよ。御国を下さることはあなたがたの父のみこころなのである。（ル

カ１２：３２）」と主はお語りになりました。私たちは小さな小さな存在です。しかし、神の豊か

さによって生かされているのです。小さな存在であることを大いに喜び賛美しましょう！ 

「絶えず賛美をささげよう！」 
～恐れるな！小さい群れよ。～ 


